
総括質問

　

町
民
の
満
足
度
の
高
い
施

策
に
取
り
組
む
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

具
体
的
な
活
動
目
標
は
。

町
長

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

全
国
か
ら
二
人
を
募
集
す
る
。

　

集
落
支
援
員
と
連
携
し
、

源
流
の
里
維
持
・
再
生
に
取

り
組
み
、
最
終
的
に
は
本
町

に
定
住
し
て
も
ら
い
た
い
。

定
住
に
む
け
て
の
支
援

策
は
。

町
長

２
年
間
で
定
住
に
結
び

つ
く
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て

い
く
。

源
流
の
里
の
維
持
・
再

生
に
は
、
集
落
支
援
員

と
自
治
振
興
会
と
協
働
で
取

り
組
む
と
言
わ
れ
た
が
、
役

場
の
下
請
け
に
な
ら
な
い
取

り
組
み
が
必
要
で
は
。

町
長

自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
取
り

組
み
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の

上
で
、
共
助
、
公
助
で
協
働

の
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

し
尿
処
理
場
は
、
町
の

職
員
一
人
と
臨
時
職
員

で
運
営
し
て
い
る
。

　

施
設
を
大
切
に
利
用
す
る

た
め
に
も
、
直
営
で
運
営
す

る
べ
き
だ
。そ
の
た
め
に
は
、

職
員
の
計
画
的
配
置
が
必
要

で
は
。町

長
適
正
に
処
理
す
る
た
め

に
は
、
直
営
が
望
ま
し
い
。

　

有
資
格
者
も
一
人
必
要
な

の
で
今
後
検
討
す
る
。

予
算
大
綱
で
、
県
内
で

一
番
住
み
や
す
い
町
を

め
ざ
す
と
述
べ
て
あ
る
が
具

体
策
は
。

町
長

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
目
標

を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。　
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定住に結びつける

賛
成

賛
成
討
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片
山
元
八
郎
議
員

反
対

　

提
案
理
由
に
「
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
を
考
慮
し
」
と

あ
る
が
、
財
政
状
況
は
単
年
度
で
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
。
財

政
の
厳
し
さ
は
合
併
以
来
で
あ
り
好
転
は
し
て
い
る
も
の
の

依
然
厳
し
く
、
特
別
職
の
給
料
・
報
酬
は
第
三
者
機
関
の
報

酬
審
議
会
へ
諮
問
し
、
そ
の
答
申
に
基
づ
き
適
正
な
額
を
決

め
る
べ
き
で
単
年
度
の
特
例
措
置
で
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
。

条
例
本
文
の
改
正
が
ベ
ス
ト
で
あ
り
、
こ
の
特
例
措
置
改
正
案

に
反
対
す
る
。

反
対
討
論　
　

瀬
尾
征
爾
議
員

　

東
日
本
大
震
災
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
被

災
地
の
早
期
復
興
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
で
き
る
何
か
を
し
た
い
、
少
し
で
も
お
役
に
立
ち

た
い
と
誰
も
が
そ
う
思
っ
て
行
動
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
「
支
え
合
う
日
本
」
へ
、
心
と
力
を
合
わ
せ
る
時

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

義
援
金
や
救
援
物
資
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
な
ど
今
後
も

復
旧
・
復
興
へ
の
支
援
が
必
要
で
す
。

　

神
石
高
原
町
議
会
と
し
て
も
可
能
な
限
り
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
職
員
に
も
経
済
的
負
担
を
強
い
て
い
る
。
理
事
者
側
も
当

然
身
を
切
る
べ
き
で
あ
り
、
条
例
改
正
案
に
賛
成
す
る
。

がんばろう日本 !!

◎
早
期
加
入
申
込
期
間
以
降
の

加
入
分
担
金
の
取
扱
い
に
つ

い
て

＊
加
入
率
の
向
上
の
た
め
、
条

例
改
正
を
妥
当
と
す
る
。

◎
告
知
端
末
の
利
用
に
つ
い
て

＊
か
が
や
き
ネ
ッ
ト
と
連
動
し

た
導
入
可
能
な
メ
ニ
ュ
ー
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

◎
自
主
放
送
番
組
に
お
け
る

デ
ー
タ
放
送
に
つ
い
て

＊
町
提
案
の
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ

リ
ー
を
基
本
に
調
整
す
る
。

委員会報告

日
時　

１
月
21
日（
金
）

場
所　

三
和
の
森　

リ
ゾ
ー
ト

　

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
Ｃ

参
加
者　

１
８
６
人

　
（
議
会
議
員
・
行
政
職
員
・

　
　

医
療
関
係
者
・
町
民
）

基
調
講
演

＊
地
域
医
療
の
課
題
と
方
向
性

自
治
医
大　

梶
井
英
治
氏

町
立
病
院
の
現
状
報
告

町
立
病
院
長
原
田　

亘
氏

現
状
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

自
治
医
大　

神
田
健
史
氏

指
定
管
理
者
発
言

陽
正
会
理
事
長
寺
岡
暉
氏

成　

果

○
医
師
不
足
に
よ
る
過
酷
な
医

療
現
場
の
実
態
が
理
解
さ

れ
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
対
す

る
感
謝
の
気
持
ち
が
芽
生
え

始
め
た
。

○
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

は
、
行
政
・
議
会
・
住
民
・

医
療
関
係
者
が
一
体
と
な
っ

て
取
組
む
必
要
性
を
参
加
者

が
理
解
し
、
行
動
を
起
こ
す

意
識
が
芽
生
え
た
。

◎
議
会
中
継
に
つ
い
て

＊
6
月
議
会
一
般
質
問
を
録

画
・
編
集
し
放
送
。

◎
特
別
委
員
会
の
今
後
は

＊
本
特
別
委
員
会
は
、
事
業
の

検
証
と
併
せ
て
今
後
の
利
活

用
な
ど
を
提
案
す
る
た
め
、

当
面
継
続
す
る
。

か
が
や
き
ネ
ッ
ト

い
よ
い
よ
運
用
開
始

４
月
運
用
開
始
に
む
け
て

　

●
議
会
中
継
等
自
主
番
組
放
送
特
別
委
員
会行政告知放送室

神
石
高
原
町
の
医
療
を
考
え
る
集
い
を
開
催

	

●
神
石
高
原
町
地
域
医
療
を
見
守
る
特
別
委
員
会

今
後
の
課
題

○
取
組
み
を
継
続
し
、
集
会
・

対
話
を
通
じ
て
、
町
民
の
思

い
を
今
後
の
町
立
病
院
経
営

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

特 別 委 員 会 報 告

神石高原町の医療を考える集い

神
石
高
原
町
の

地
域
医
療
を
守
ろ
う

町長・副町長及び教育長の期末手当を一割減額
する特例条例改正案２議案は採決の結果６対６
の可否同数となり、岡﨑　奠議長の裁定（現状
維持の原則）により否決しました。（欠席１議員）

町長などの期末手当削減案
なぜ否決したのか？
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